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ストレージプロファイル
ストレージプロファイルを作成して使用することで、ストレージディスクの数、これらのディ

スクのロールと用途、およびその他のストレージパラメータを柔軟に定義できます。ストレー

ジプロファイルには、1つ以上のサービスプロファイルのストレージ要件がカプセル化されま
す。ストレージプロファイルで設定された LUNは、ブート LUNまたはデータ LUNとして使
用でき、また特定のサーバ専用にすることができます。さらに、ローカル LUNをブートデバ
イスとして指定することも可能です。ただし、LUNのサイズ変更はサポートされていません。
ストレージプロファイルを導入すると、次の利点があります。

•複数の仮想ドライブを設定し、仮想ドライブによって使用される物理ドライブを選択でき
ます。仮想ドライブのストレージ容量も設定できます。

•ディスクグループに含まれるディスクの数、タイプ、ロールを設定できます。

•ストレージプロファイルをサービスプロファイルに関連付けることができます。
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ストレージプロファイルは、組織レベルでも、サービスプロファイルレベルでも作成できま

す。サービスプロファイルには、専用ストレージプロファイルおよび組織レベルのストレー

ジプロファイルを関連付けることができます。

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ
4.0(4a)以降、Cisco UCS ManagerはMarvell ® 88SE92xx PCIeから SATA 6Gb/sコントローラを搭
載したCiscoブート最適化M.2コントローラ (UCS-M2-HWRAID)をサポートしています。これ
は、次のサーバでサポートされています。

• Cisco UCS C220 M5サーバ

• Cisco UCS C240 M5サーバ

• Cisco UCS C480 M5サーバ

• Cisco UCS B200 M5サーバ

• Cisco UCS B480 M5サーバ

次の 2つのドライブは、Ciscoブート最適化M. 2 RAIDコントローラによって管理されます。

• 240GB M.2 6G SATA SSD

• 960GB M.2 6G SATA SSD

Ciscoブート最適化M.2RAIDコントローラは、RAID1/JBOD (デフォルト-JBOD)モードとUEFI
ブートモードのみをサポートします。

Ciscoブート最適化M.2 Raidコントローラの制限

•既存の LUNの移行はサポートされていません。

•ローカルディスク設定ポリシーはサポートされていません。

•単一の LUNの作成時には、ディスク容量全体が使用されます。

• Lunは、ストレージプロファイルの下の [Local LUN (ローカル LUN)]タブ (ローカル LUN
の設定（19ページ）を参照)を使用して作成され、コントローラ定義を使用しません。

•異なる容量の 2台のドライブを混在させることはできません。

ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー
シャーシ内のサーバは、そのシャーシ内で集中管理されたストレージを使用することができま

す。ストレージに使用するディスクを選択して設定できます。これらの物理ディスクの論理集

合をディスクグループと言います。ディスクグループを使用すれば、ローカルディスクを整

理できます。ストレージコントローラがディスクグループの作成と設定を制御します。
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ディスクグループ設定ポリシーはディスクグループの作成方法と設定方法を定義したもので

す。このポリシーで、ディスクグループに使用するRAIDレベルを指定します。また、ディス
クグループのディスク、およびディスクのロールを手動で選択するか、自動で選択するかどう

かも指定します。1つのディスクグループポリシーを使用して、複数のディスクグループを
管理できます。ただし、1つのディスクグループを複数のディスクグループポリシーで管理
することはできません。

ホットスペアとは、ディスクグループに含まれるディスクで障害が発生した場合にディスク

グループで使用できる、未使用の予備ディスクのことです。ホットスペアを使用できるのは、

フォールトトラレントRAIDレベルをサポートするディスクグループのみです。さらに、ディ
スクをグローバルホットスペアとして割り当てることができ、ディスクグループで使用でき

ます。

仮想ドライブ

1つのディスクグループは、複数の仮想ドライブにパーティション分割できます。その場合、
オペレーティングシステムには各仮想ドライブが個別の物理デバイスとして表されます。

ディスクグループのすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用
して管理する必要があります。

設定状態

[ConfigurationStates]には、仮想ドライブの設定状態が示されます。仮想ドライブの設定状態は
次のいずれかになります。

• [Applying]：仮想ドライブを作成中です。

• [Applied]：仮想ドライブの作成が完了したか、仮想ディスクポリシーの変更が設定されて
正常に適用されました。

• [Failed to apply]：基礎となるストレージサブシステムで発生したエラーにより、仮想ドラ
イブの作成、削除、または名前変更が失敗しました。

• [Orphaned]：この仮想ドライブを含むサービスプロファイルが削除されたか、サービスプ
ロファイルとストレージプロファイルとの関連付けが解除されています。

• [Not in use]：この仮想ドライブが含まれていたサービスプロファイルが何にも関連付けら
れていない状態になっています。

展開状態

[Deployment States]には、仮想ドライブで実行中のアクションが示されます。仮想ドライブの
展開状態は次のいずれかになります。

• [No action]：仮想ドライブに対して保留中の作業項目はありません。

• [Creating]：仮想ドライブを作成中です。

• [Deleting]：仮想ドライブを削除中です。
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• [Modifying]：仮想ドライブを変更中です。

• [Apply-Failed]：仮想ドライブの作成または変更が失敗しました。

動作状態

[Operability States]には、仮想ドライブの動作状態が示されます。仮想ドライブの動作状態は次
のいずれかになります。

• [Optimal]：仮想ドライブの動作状態は正常です。設定されているすべてのドライブがオン
ラインです。

• [Degraded]：仮想ドライブの動作状態は最適ではありません。設定されたドライブのいず
れかに障害が発生したか、オフラインの状態です。

• [Cache-degraded]：仮想ドライブは write backモードの書き込みポリシーを使用して作成さ
れましたが、BBUに障害が発生したか、BBUがありません。

always write backモードを選択した場合は、この状態になりませ
ん。

（注）

• [Partially degraded]：RAID 6仮想ドライブの動作状態が最適ではありません。設定された
ドライブのいずれかに障害が発生したか、オフラインの状態です。RAID 6は、最大 2つ
のドライブ障害を許容できます。

• [Offline]：仮想ドライブが、RAIDコントローラで使用できません。これは基本的に障害状
態です。

• [Unknown]：仮想ドライブの状態は不明です。

プレゼンスステータス

[Presence States]には、仮想ドライブコンポーネントのプレゼンスが示されます。仮想ドライ
ブのプレゼンスステータスは次のいずれになります。

• [Equipped]：仮想ドライブを利用できます。

• [Mismatched]：仮想ドライブの展開状態が、その仮想ドライブに設定されている状態と異
なります。

• [Missing]：仮想ドライブがありません。

ディスクグループポリシーの設定

ディスクグループポリシーに、自動または手動でディスクを設定できます。
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SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Policies]の順に展開します

3. ディスクグループポリシーを作成する組織のノードを展開します。

4. 組織の [Disk Group Policies]を右クリックし、[Create Disk Group Policy]を選択します。
5. [Create Disk Group Policy]ダイアログボックスで、次の情報を指定します。
6. ディスクグループポリシーに自動的にディスクを設定するには、[DiskGroupConfiguration

(Automatic)]を選択し、次の情報を指定します。
7. ディスクグループポリシーに手動でディスクを設定するには、[Disk Group Configuration

(Manual)]を選択してから、次の手順に従います。
8. [Virtual Drive Configuration]領域に、次の情報を指定します。
9. [OK]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Policies]の順に展開します

ステップ 3 ディスクグループポリシーを作成する組織のノードを展開します。

ステップ 4 組織の [Disk Group Policies]を右クリックし、[Create Disk Group Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Disk Group Policy]ダイアログボックスで、次の情報を指定します。

説明名前

ポリシーの名前[Name]フィールド

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダー
スコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊
文字とスペースは使用できません。また、オブジェクトが保存された後で、この

名前を変更することはできません。

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての情報を含めること

を推奨します。

[Description]フィール
ド

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できます。ただし、
`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二重引用符）、=（等
号）、>（大なり）、<（小なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

次のいずれかになります。[RAIDLevel]ドロップ
ダウンリスト • [RAID 0 Striped]

• [RAID 1 Mirrored]

Ciscoブート最適化M. 2RAIDコントローラ (UCS-M2-HWRAID)は、
RAID1のみをサポートします。

Note

• [RAID 5 Striped Parity]
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説明名前

• [RAID 6 Striped Dual Parity]

• RAID 10 Mirrored and Striped

RAID 1ポリシーでディスクグループを作成し、このグループに 4つの
ディスクを設定すると、ストレージコントローラにより、内部で RAID
1E構成が作成されます。

Note

ステップ 6 ディスクグループポリシーに自動的にディスクを設定するには、[Disk Group Configuration (Automatic)]を
選択し、次の情報を指定します。

Ciscoブート最適化M. 2 Raidコントローラ (HWRAID)を設定している場合は、ステップ 7, on page
7に進みます。

Note

説明名前

ディスクグループのドライブの数を指定します。[Number of drives]
フィールド

ドライブ数の範囲は 0～ 24です。デフォルトのドライブ数は、[Unspecified]で
す。ドライブ数を [Unspecified]として選択すると、ディスクの選択プロセスに応
じたディスク数が選択されます。

ディスクグループのドライブのタイプ。次のオプションを選択できます。[Drive Type]フィールド

• HDD

• SSD

• [Unspecified]

デフォルトのドライブタイプは [Unspecified]です。ドライブタイプとして
[Unspecified]を選択すると、使用可能な最初のドライブが選択されます。最初の
ドライブが選択されると、以降のドライブはそのドライブと互換性のあるタイプ

になります。たとえば、最初のドライブが SSDの場合、以降のすべてのドライ
ブが SSDになります。

ディスクグループの専用ホットスペアの数。[Number of Hot Spares]
フィールド

専用ホットスペア数の範囲は 0～ 24です。デフォルトの専用ホットスペア数は
[Unspecified]です。専用ホットスペア数を [Unspecified]として選択すると、ディ
スクの選択プロセスに応じたホットスペア数が選択されます。

ディスクグループの最小ドライブサイズ。この基準を満たすディスクのみが選

択可能になります。

[Min Drive Size]フィー
ルド

最小ドライブサイズの範囲は 0～ 10240 GBです。デフォルトの最小ドライブサ
イズは [Unspecified]です。最小ドライブサイズを [Unspecified]として選択する
と、すべてのサイズのディスクが選択可能になります。
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ステップ 7 ディスクグループポリシーに手動でディスクを設定するには、[Disk Group Configuration (Manual)]を選択
してから、次の手順に従います。

a) テーブル右側のアイコンバーにある [+]をクリックします。
b) [Create Local Disk Configuration Reference]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ローカルディスク参照を設定するスロット。[Slot]フィールド

M.2ドライブには通常スロット ID = 253、254があります。

さらに、[Equipment (機器)] > [Server (サーバ)][servernumber (サーバ番号)] >
[Inventory (インベントリ)] > [Storage (ストレージ)] > [Disks (ディスク)]に
移動して、スロット IDを確認します。

Note

[Role]フィールド Ciscoブート最適化M. 2 Raidコントローラ (UCS-M2-HWRAID)を設定して
いる場合は、[Normal (標準)]を選択します (デフォルト)。他の値を選択す
ると、設定エラーになります。

Note

ディスクグループでのローカルディスクのロール。次のオプションを選択できます。

•標準

• [Dedicated Hot Spare]

•グローバルホットスペア

[Span ID]フィール
ド

Ciscoブート最適化M. 2 Raidコントローラ (UCS-M2-HWRAID)を設定して
いる場合は、このフィールドは適用されません。[SPANID(範囲 ID)]フィー
ルドは [unspecified (未指定)]のままにします。いずれかの値を選択すると、
設定エラーになります。

Note

ローカルディスクのスパン ID。値の範囲は 0～ 8です。

ローカルディスクのデフォルトスパン IDは [Unspecified]です。これは、スパニング
情報が必要でない場合にのみ使用してください。

ステップ 8 [Virtual Drive Configuration]領域に、次の情報を指定します。

Ciscoブート最適化M. 2 Raidコントローラ (HWRAID)を設定している場合は、次のようになりま
す。

•作成できる仮想ドライブは 1つのみです。

•ストリップサイズ (KB)には、 64 KBまたは32KBを選択します。他の値を選択すると、設
定エラーになります。

•アクセスポリシー、読み取りポリシー、書き込みキャッシュポリシー、 IOポリシー、および
ドライブキャッシュの場合は、[Platform Default (プラットフォームデフォルト)]を選択しま
す。他の値を選択すると、設定エラーになります。

Note

ストレージプロファイル
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説明名前

仮想ドライブのストライプサイズ。許容される値は [Platform Default]
のみです。

[Strip Size (KB)]フィールド

仮想ドライブのアクセスポリシー。次のいずれかになります。[Access Policy]フィールド

• Platform Default

• [Read Write]

• [Read Only]

•ブロック

仮想ドライブの読み取りポリシー。次のいずれかになります。[Read Policy]フィールド

• Platform Default

• [Read Ahead]

• [Normal]

仮想ドライブのキャッシュ書き込みポリシー。次のいずれかになりま

す。

[Write Cache Policy]フィールド

• Platform Default

• [Write Through]

• [Write Back Good Bbu]

• [Always Write Back]

仮想ドライブの I/Oポリシー。次のいずれかになります。[IO Policy]フィールド

• Platform Default

•直接

• Cached

ドライブキャッシュの状態。次のいずれかになります。[Drive Cache]フィールド

• Platform Default

• [No Change]

• [Enable]

• [Disable]

ディスクグループ内のすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用して管理
する必要があります。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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仮想ドライブ（VD）のデフォルト値を受け入れて、ディスクグループポリシーをサービスプロ
ファイルに関連付けると、サービスプロファイルに関連付けられた後に VDの設定を変更できま
す。デフォルト以外の値を使用するようにWebBIOSからVDのデフォルト値を変更すると、変更
された値を確認するためのプロパティエラーは生成されません。

Note

RAIDレベル
ディスクグループのRAIDレベルは、可用性、データの冗長性、および I/Oパフォーマンスの
確保を目的とした、ディスクグループでのデータの編成方法を表します。

RAIDにより、次の機能が提供されます。

•ストライピング：複数の物理デバイスでデータをセグメント化します。これにより、デバ
イスの同時アクセスが可能になり、スループットが向上するため、パフォーマンスが向上

します。

•ミラーリング：同じデータを複数のデバイスに書き込んで、データの冗長性を実現しま
す。

•パリティ：デバイスで障害が発生した場合にエラーを修正できるよう、追加のデバイスに
冗長データを保管します。パリティによって完全な冗長性が実現されることはありません

が、シナリオによってはエラーリカバリが可能になります。

•スパニング：複数のドライブが1つの大きなドライブであるかのように機能できます。た
とえば、4台の 20 GBドライブを結合して、1台の 80 GBドライブのようにすることがで
きます。

サポートされている RAIDレベルは次のとおりです。

• RAID0Striped：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スループッ
トを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべ

てのデータが失われます。

• RAID 1 Mirrored：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生し
た場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さ
い方の空き容量に等しくなります。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各
ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ

情報が格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切
なデータスループットを提供します。

RAID 5は、RAID-5グループに属する複数のディスクにパリティデータブロックを配分
します。RAID 5には、3台以上のディスクが必要です。
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• RAID 6 Striped Dual Parity：アレイのすべてのディスクにデータをストライプ化し、2つの
パリティデータセットを使用して、最大 2台の物理ディスクの障害に対する保護を提供
します。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

2つ目のパリティブロックが追加される点を除けば、RAID6はRAID5と同じです。RAID
6には 4台以上のディスクが必要です。

• RAID 10 Mirrored and Striped：RAID 10はミラーリングされたディスクのペアを使用して
完全なデータ冗長性を提供し、ブロックレベルのストライピングによって高度なスルー

プットレートを実現します。RAID 10は、パリティおよびブロックレベルのストライピ
ングを使用しないミラーリングを行います。RAID 10には 4台以上のディスクが必要で
す。

• RAID 50 Striped Parity and Striped：データが複数のストライプ化されたパリティディスク
セットにストライプ化され、高いスループットと複数のディスク故障耐性を提供します。

• RAID 60 Striped Dual Parity and Striped：データが複数のストライプ化されたパリティディ
スクセットにストライプ化され、高いスループットと優れたディスク故障耐性を提供しま

す。

自動ディスク選択
ディスクグループ設定を指定して、そのディスクグループに含まれるローカルディスクを指

定しないと、Cisco UCS Managerはディスクグループ設定ポリシーで指定された基準に従っ
て、使用するディスクを決定します。 Cisco UCS Managerは複数の方法でディスクを選択でき
ます。

一連のディスクのすべての修飾子が一致すると、それらのディスクはスロット番号に従って順

番に選択されます。通常のディスクおよび専用ホットスペアは、スロット番号が小さい順に選

択されます。

ディスク選択プロセスは次のとおりです。

1. 新しい仮想ドライブの作成が必要なすべてのローカル LUNについて処理が繰り返されま
す。繰り返し処理は、次の基準に、記載する順で従います。

1. ディスクの種類

2. 降順の最小ディスクサイズ

3. 降順のスペース要件

4. アルファベット順のディスクグループ修飾子名

5. アルファベット順のローカル LUN名

2. 最小ディスク数および最小ディスクサイズに応じて、通常のディスクを選択します。検索
基準を満たすディスクのうち、スロット番号が最も小さい順にディスクが選択されます。

ストレージプロファイル
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ドライブタイプとして [Any]を指定すると、使用可能な最初のドライブが選択されます。最初
のドライブが選択されると、以降のドライブはそのドライブと互換性のあるタイプになりま

す。たとえば、最初のドライブが SATAである場合、後続のすべてのドライブも SATAとなり
ます。Cisco UCS Managerリリース 2.5でサポートされているのは SATAと SASのみです。

Cisco UCS Managerリリース 2.5では RAIDのマイグレーションをサポートしていません。

（注）

3. 専用ホットスペアの選択方法も、通常のディスクを選択する場合と同じです。[Unconfigured
Good]状態のディスクのみが選択されます。

4. プロビジョニング済み LUNに、展開済み仮想ドライブと同じディスクグループポリシー
が設定されている場合は、同じディスクグループへの新しい仮想ドライブの展開を試みま

す。そうでない場合は、展開する新しいディスクの検索を試みます。

サポートされている LUNの変更
LUNが関連付けられたサーバにすでに展開されているとしても、LUN設定に対する一部の変
更はサポートされます。

次のタイプの変更を行うことができます。

•新しい仮想ドライブの作成。

•孤立した状態にある既存の仮想ドライブの削除。

•既存の仮想ドライブに対する、再構成を伴わない変更。次の変更は、データ損失やパフォー
マンスの低下を伴わずに既存の仮想ドライブに対して行うことができます。

•ポリシーの変更。たとえば、キャッシュ書き込みポリシーを変更するなどです。

•ブートパラメータの変更

LUNを削除すると、警告が表示されます。データ損失を回避するための措置を取ってくださ
い。

サポートされていない LUNの変更
既存の LUNに対する変更の中には、元の仮想ドライブを破棄して新しい仮想ドライブを作成
しなければ適用できない変更があります。その場合、すべてのデータが失われるため、そのよ

うな変更はサポートされていません。

再構成を伴う既存の仮想ドライブに対する変更はサポートされていません。サポートされてい

ない、再構成を伴う変更は次のとおりです。
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•再構成を通して可能となる、サポートされている任意のRAIDレベルの変更。たとえば、
RAID0から RAID1への変更です。

•再構成を通した仮想ドライブのサイズ増加。

•再構成を通したディスクの追加および削除。

• [Expand To Available]オプションは、既に導入されている LUNではサポートされません。

破壊的変更もサポートされていません。サポートされていない破壊的変更は次のとおりです。

•再構成をサポートしない RAIDレベルの変更。たとえば、RAID5から RAID1への変更で
す。

•仮想ドライブのサイズ縮小。

•同じドライブグループに他の仮想ドライブが存在する状況における、再構成をサポートす
る RAIDレベルの変更。

•ディスクドライブに仮想ドライブを収容するだけのスペースが残っていない場合のディス
クの削除。

•仮想ドライブで使用しているディスクセットの明示的変更。

ディスク挿入の処理
次の一連のイベントが発生する場合があります。

1. LUNが、次のいずれかの方法で作成されます。

1. ユーザがローカルディスク参照を使用して、明示的にスロットを指定します。

2. ユーザが指定した基準に従って、システムがスロットを選択します。

2. LUNが正常に展開されます。つまり、そのスロットを使用する仮想ドライブが作成されま
す。

3. ディスクをスロットから取り外します（おそらくディスクで障害が発生したため）。

4. 同じスロットに新しい有効なディスクを挿入します。

次のシナリオが可能です。

•非冗長仮想ドライブ（13ページ）

•ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ（13ページ）

•ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ（13ページ）

•ホットスペアドライブの交換（13ページ）

•未使用スロットへの物理ドライブの挿入（14ページ）

ストレージプロファイル
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非冗長仮想ドライブ

非冗長仮想ドライブ（RAID0）は、物理ドライブが除去されると [Inoperable]状態になります。
新しい有効なドライブが挿入されると、新しい物理ドライブは [UnconfiguredGood]状態になり
ます。

非冗長仮想ドライブの場合、仮想ドライブの回復手段はありません。仮想ドライブを削除して

から再作成する必要があります。

ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、RAID 60）にホットスペ
アドライブが割り当てられていないと、古い物理ドライブを取り除いたスロットに有効な物理

ドライブを挿入するまでは、仮想ドライブの不一致、仮想ドライブのメンバ欠如、ローカル

ディスクの欠如といった障害状態になります。

物理ドライブのサイズが古いドライブのサイズ以上である場合、ストレージコントローラは自

動的にその新しいドライブを仮想ドライブ用に使用します。新しいドライブは [Rebuilding]状
態になります。再ビルドが完了すると、仮想ドライブは [Online]状態に戻ります。

ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、RAID 60）にホットスペ
アドライブが割り当てられている場合、ドライブで障害が発生したり、ドライブを取り除いた

りすると、仮想ドライブが [Degraded]状態になった時点で、専用ホットスペアドライブ（使
用可能な場合）が [Rebuilding]状態になります。再ビルドが完了すると、そのドライブが [Online]
状態になります。

仮想ドライブが運用可能であっても、仮想ドライブは Cisco UCSMが期待する物理設定と一致
しないため、ディスク欠如および仮想ドライブ不一致の障害が発生します。

ディスクが欠如しているスロットに新しいディスクを挿入すると、前のホットスペアディス

クから、新しく挿入されたディスクへの自動コピーバックが開始されます。コピーバックの

後、ホットスペアディスクが復元されます。復元された時点で、すべてのエラーがクリアさ

れます。

自動コピーバックが開始されず、新しく挿入したディスクの状態が [Unconfigured Good]、
[JBOD]または [Foreign Configuration]のままになっている場合は、新しいディスクをスロット
から取り除き、前のホットスペアディスクをスロットに再挿入して、外部設定をインポート

してください。これにより再ビルドプロセスが開始され、ドライブの状態が [Online]になりま
す。その時点で、新しいディスクをホットスペアスロットに挿入し、ホットスペアとしてマー

クして、Cisco UCSMで使用可能な情報と完全に一致させます。

ホットスペアドライブの交換

ホットスペアドライブを交換すると、新しいホットスペアドライブは [Unconfigured Good]、
[Unconfigured Bad]、[JBOD]、または [Foreign Configuration]状態になります。
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ホットスペアドライブの状態が Cisco UCSMで設定されている状態と異なることから、仮想
ドライブの不一致または仮想ドライブメンバの不一致による障害が発生します。

このエラーは、手動でクリアする必要があります。それには、次の操作を実行します。

1. 新しく挿入されたドライブの状態を [Unconfigured Good]に戻します。

2. 新しく挿入されたドライブを、Cisco UCSMが期待するホットスペアドライブとなるよう
に設定します。

未使用スロットへの物理ドライブの挿入

未使用のスロットに新しい物理ドライブを挿入した場合、そのドライブが [UnconfiguredGood]
状態であっても、正常な物理ドライブが欠如している仮想ドライブがあると、ストレージコン

トローラも Cisco UCSMもその新しいドライブを利用しません。

その場合、ドライブは [UnconfiguredGood]状態になるだけです。新しいドライブを利用するに
は、新しく挿入されたドライブを参照するように LUNを変更するか、そのドライブを参照す
る LUNを作成する必要があります。

仮想ドライブの命名
Cisco UCSManagerを使用して仮想ドライブを作成すると、Cisco UCSManagerがその仮想ドラ
イブに固有 IDを割り当てます。以降の操作では、この IDを使用して確実に仮想ドライブを識
別できます。Cisco UCS Managerでは、サービスプロファイルを関連付ける時点で仮想ドライ
ブに柔軟に名前を付けられるようにもなっています。サービスプロファイルまたはサーバに

よって参照されていない仮想ドライブは、いずれも孤立した仮想ドライブとしてマークされま

す。

固有 IDに加え、名前がドライブに割り当てられます。名前は、次の 2つの方法で割り当てら
れます。

•仮想ドライブを設定する際に、ストレージプロファイルで参照できる名前を、ユーザが明
示的に割り当てることができます。

•ユーザが仮想ドライブの名前をプロビジョニングしなかった場合、Cisco UCS Managerが
仮想ドライブの一意の名前を生成します。

サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブの名前は変更する

ことができます。

LUNの参照解除
LUNを使用するサービスプロファイルがなくなると、LUNの参照は解除されます。LUNの参
照解除は、次のシナリオの一環として行われる場合があります。
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• LUNがストレージプロファイルから参照されなくなった。

•ストレージプロファイルがサービスプロファイルから参照されなくなった。

•サーバの関連付けがサービスプロファイルから解除された。

•サーバが稼働停止された。

LUNが参照されなくなっても、サーバがまだ関連付けられている場合は、再関連付けが行わ
れます。

LUNが含まれていたサービスプロファイルの関連付けが解除されると、LUNの状態は [Not in
use]に変更されます。

LUNが含まれていたサービスプロファイルが削除されると、LUNの状態は [Orphaned]に変更
されます。

コントローラの制限と制約事項
• Cisco UCS C240、C220、C24、および C22サーバの場合、各ストレージコントローラは
24台の仮想ドライブをサポートします。 Cisco UCS Managerリリース 4.0 (4a)以降のすべ
てのサーバでは、各サーバが 18個の仮想ドライブをサポートしています。

UCSB-UCSC-MRAID12Gは、最大 16個の仮想ドライブをサポートします。
UCSB-UCSC-MRAID12Gストレージコントローラに 16個以上の仮想ドライブを作成する
と、FSMステージにエラーメッセージが表示されます。

同じストレージプロファイルによって管理されている複数のスト

レージコントローラがサーバにある場合、最大仮想ドライブは

サーバでサポートされる最大値に制限されます。

（注）

• CiscoUCSManagerリリース 2.2(4)では、ブロックサイズが 4Kのドライブはブレードサー
バではサポートされませんが、ラックマウントサーバではサポートされます。ブロック

サイズが4Kのドライブをブレードサーバに挿入した場合、検出に失敗し、「Unable to
get Scsi Device Information from the system」というエラーメッセージが表
示されます。

• Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)以降のリリースでは、C240 M4サーバとM5サーバの
アウトオブバンドインベントリ（OOB）をサポートしていない RAIDコントローラの場
合、動作状態として [NA]が、ドライブ状態として [Unknown]が表示されます。
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ストレージプロファイル

ストレージプロファイルの作成

ストレージプロファイルポリシーは、[Navigation]ペインの [Storage]タブで作成できます。さ
らに、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルトストレージプロファイル
を設定することもできます。

以前のリリースのUCSManagerからのデフォルトのローカルディスク設定がサービスプロファ
イルやサービスプロファイルテンプレートにある Cisco UCSブレードサーバまたはラック
サーバで、3.1以降のリリースにアップグレードする場合は、ローカルディスク設定のデフォ
ルトのポリシーを、ローカルディスクポリシーの RAIDレベルのオプションではなく、[Any
Configuration]に変更すると、同じサービスプロファイルやサービスプロファイルテンプレー
ト内のローカル LUNを使用してストレージプロファイルを正常に作成できます。レガシー
LUNは、その後、ストレージインベントリの一部になります。

Caution

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

3. ストレージプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

4. 組織を右クリックし、[Create Storage Profile]を選択します。
5. [Create Storage Profile]ダイアログボックスで、ストレージプロファイルの名前を指定し

ます。[Description]に、このストレージプロファイルの説明を任意で入力できます。
6. (Optional) [LUNs]領域で、 [Local LUNs]を作成し、このストレージプロファイルに追加

します。

7. (Optional) [LUN Set]領域で、[LUN Set]を作成し、このストレージプロファイルにそれ
らを追加します。

8. [LUNs]領域で、[Controller Definitions]を作成し、このストレージプロファイルに追加
します。

9. [LUNs]領域で、[Security Policy]を作成し、このストレージプロファイルに追加します。

10. [OK]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ストレージプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Storage Profile]を選択します。

ステップ 5 [CreateStorageProfile]ダイアログボックスで、ストレージプロファイルの名前を指定します。[Description]
に、このストレージプロファイルの説明を任意で入力できます。

ステップ 6 (Optional) [LUNs]領域で、 [Local LUNs]を作成し、このストレージプロファイルに追加します。

詳細については、「ローカル LUNの設定, on page 19」を参照してください。

ステップ 7 (Optional) [LUN Set]領域で、[LUN Set]を作成し、このストレージプロファイルにそれらを追加します。

詳細については、「LUN設定の作成, on page 23」を参照してください。

ステップ 8 [LUNs]領域で、[Controller Definitions]を作成し、このストレージプロファイルに追加します。

詳細については、「ストレージプロファイル PCHコントローラ定義の作成, on page 32」を参照してく
ださい。

ステップ 9 [LUNs]領域で、[Security Policy]を作成し、このストレージプロファイルに追加します。

詳細については、ローカルセキュリティポリシーの作成およびリモートセキュリティポリシーの作成

を参照してください。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

特定のストレージプロファイルの作成

手順の概要

1. [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

2. 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノー

ドを展開します。

3. 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルを選択します。

4. [Work]ペインで、[Storage] > [LUN Configuration]タブをクリックします。

5. [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。
6. [Modify Storage Profile]ダイアログボックスで、[Specific Storage Profile]タブをクリック

します。

7. [Create Specific Storage Profile]をクリックします。
8. （任意） [Specific Storage Profile]領域で、[Description]フィールドに入力して、ストレー

ジプロファイルの説明を設定します。

9. [Storage Items]領域で、ローカル LUNを作成し、このストレージプロファイルに追加し
ます。

10. [OK]をクリックします。
11. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 2 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Storage] > [LUN Configuration]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Modify Storage Profile]ダイアログボックスで、[Specific Storage Profile]タブをクリックします。

ステップ 7 [Create Specific Storage Profile]をクリックします。

ステップ 8 （任意） [Specific Storage Profile]領域で、[Description]フィールドに入力して、ストレージプロファイル
の説明を設定します。

各サービスプロファイルには、特定のストレージプロファイルを 1つだけ含めることができます。その
ため、このストレージプロファイルの名前はデフォルトで提供されます。

ステップ 9 [Storage Items]領域で、ローカル LUNを作成し、このストレージプロファイルに追加します。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ストレージプロファイルの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

3. 削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

4. 削除するストレージプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。
5. 表示される確認ダイアログで、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 削除するストレージプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 表示される確認ダイアログで、[Yes]をクリックします。
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ローカル LUN

ローカル LUNの設定

[Navigation]ペインの [Storage]タブで、ストレージプロファイルポリシーに含めるローカル
LUNを作成できます。さらに、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルト
ストレージプロファイルに含めるローカル LUNを作成することもできます。

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

3. ローカル LUNを作成する対象のストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開
します。

4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [Actions]領域で、[Create Local LUN]をクリックします。
6. [Create Local LUN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
7. (Optional)このローカルLUNに新しいディスクグループポリシーを作成する場合は、[Create

Disk Group Policy]をクリックします。
8. [OK]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ローカル LUNを作成する対象のストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Create Local LUN]をクリックします。

ステップ 6 [Create Local LUN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

（ローカルLUNの作成時に表示されます）ローカルLUNを作成する
ときにデフォルトで選択されます。

[Create Local LUN]オプション

（ローカルLUNの作成時に表示されます）孤立したLUNを要求する
場合に選択します。

[Prepare ClaimLocal LUN]オプショ
ン

ローカル LUNの名前。

この名前には、1～10文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オ

ブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできませ

ん。

[Name]フィールド
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説明名前

この LUNのサイズ（GB単位）。サイズの許容範囲は 1～ 10240 GB
です。

孤立したLUNを要求する場合は、LUNサイズを指定する必
要はありません。

Note

Ciscoブート最適化M. 2 Raidコントローラを使用したセッ
トアップでは、このフィールドはグレー表示されません。た

だし、このフィールドに入力する必要はありません。システ

ムは、指定されたサイズに関係なく、フルディスク容量を

使用して LUNを作成します。

Note

[Size (GB)]フィールド

この LUNの分数サイズ（MB）。[Fractional Size (MB)]フィールド

ローカル LUNを自動的に展開するかどうかを指定します。次のいず
れかになります。

• [Auto Deploy]

：ローカル LUNを自動展開します。
• [No Auto Deploy]

：ローカル LUNを自動展開しません。

[Auto Deploy]オプションボタン

（ラックサーバとブレードサーバのみで使用可能）この LUNを使用
可能なディスクグループ全体を使用するように展開できることを指定

します。

サービスプロファイルごとに、このオプションを使用できる LUNは
1つだけです。

[Expand To Available]オプションは、既に導入されている LUNではサ
ポートされません。

[Expand ToAvailable]チェックボッ
クス

このローカル LUNに適用されるディスクグループ設定をドロップダ
ウンリストから選択します。

[Select Disk Group Configuration]ド
ロップダウンリスト

新しいディスクグループを作成する [Create Disk Group Policy]ダイア
ログボックスを表示します。

[Create Disk Group Policy]リンク

ステップ 7 (Optional)このローカル LUNに新しいディスクグループポリシーを作成する場合は、[Create Disk Group
Policy]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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サービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUNの詳細の表示

ストレージプロファイルは、組織レベルで定義することも、サービスプロファイルの専用ス

トレージプロファイルとして定義することもできます。したがって、組織のストレージプロ

ファイルと専用ストレージプロファイルの両方がある場合、サービスプロファイルはその両

方から有効なローカル LUNを継承します。サービスプロファイルは、最大 2つのローカル
LUNを継承できます。次のコマンドを使用することで、サービスプロファイルに継承された
すべてのローカル LUNの詳細を表示できます。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

3. 表示対象のサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

4. 継承されたローカル LUNを表示するサービスプロファイルを選択します。
5. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
6. [Storage Configuration]サブタブをクリックし、[Local LUNs]タブをクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 表示対象のサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 継承されたローカル LUNを表示するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [Storage Configuration]サブタブをクリックし、[Local LUNs]タブをクリックします。

指定したサービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUNに関する次の詳細情報が表示されま
す。

• [Name]：ストレージプロファイルでの LUNの名前。

• [RAID Level]：使用されているディスクグループの RAIDレベルの要約。

•サイズ (MB):、mbですが、ストレージプロファイルで指定された LUNのサイズ。

• [Config State]：LUN設定の状態。状態は次のいずれかになります。

• [Applying]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていて、仮想ドライブが作成
されているところです。

• [Applyed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていて、仮想ドライブが作成
されました。

• [Apply Failed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていますが、仮想ドライ
ブの作成が失敗しました。
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• [Not Applied]：LUNがサーバに関連付けられていないか、サーバに関連付けられていても、管理
状態が [Undeployed]になっています。

• [Deploy Name]：展開後の仮想ドライブの名前。

• LUN ID—LUN ID。

• [Drive State]：仮想ドライブの状態。以下の状態があります。

•不明

• Optimal

• Degraded

• Inoperable

• Partially Degraded

ローカル LUNの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

3. ローカルLUNを削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。
4. 目的のストレージプロファイルの [Local LUNs]を展開し、削除するローカル LUNを選択
します。

5. 削除する LUNを右クリックして、[Delete]を選択します。
6. [はい（Yes）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ローカル LUNを削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 目的のストレージプロファイルの [Local LUNs]を展開し、削除するローカル LUNを選択します。

ステップ 5 削除する LUNを右クリックして、[Delete]を選択します。
確認用のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックします。

ストレージプロファイル

22

ストレージプロファイル

ローカル LUNの削除



LUNの設定

LUN設定

リリースで始まる4.0(2a)、 Cisco UCS Manager LUNの設定オプションを使用した個々の raid 0
Lunにディスクスロットの範囲を設定する機能を提供します。

LUN設定の作成中には次のガイドラインを考慮する必要があります。

•ディスクの唯一の SSDおよび HDDタイプを使用できます。

•最大 60ディスクを 1つの範囲内で使用できます。

• 2つの異なる LUNの設定の構成での範囲内でのディスクの同じセットを追加することは
できません。

•ディスクスロットの範囲の LUN設定のディスクが設定されているかどうかは、同じスト
レージポリシーでローカル LUN設定で設定された同じディスクを設定することはできま
せん。同様に、ローカル LUN設定では、ディスクが設定されている場合は、同じディス
クで、ディスクスロットの範囲の LUNセットを使用できません。

• LUNの設定が設定されている、サーバは、OOBストレージの操作をサポートする必要が
あります。

•同じサービスプロファイルのストレージポリシーとローカルディスクポリシーを設定す
ることはできません。

•ローカル LUNおよび LUNの設定に同じ名前を持つことはできません。

• Sシリーズサーバ PCHコントローラでスロット 201および 202はサポートされません
LUNの設定。

LUNセットの制限事項

Cisco UCS ManagerLUNの設定を次の制限があります。

• LUNの設定に孤立状態のローカル Lunを要求することはできません。

•作成されると、LUNの設定を変更することはできません。削除し、必要なパラメータを
新しい LUN設定を作成する必要があります。

• LUNの設定からは、OSブートはサポートされていません。

LUN設定の作成

[Navigation]ペインの [Storage]タブからストレージプロファイルポリシーに LUN設定を作成
できます。さらに、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルトストレージ
プロファイルに含めるLUN設定を作成することもできます。
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Before you begin

LUNの設定の作成に使用するしようとしているディスクのセットがUnConfiguredGoodまたは
JBODドライブの状態であることを確認します。

ディスクドライブの状態をJBOD状態の場合は、スロットの範囲内で同じディスクを使用する
かどうかデータ損失を発生可能性があります。

Note

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

3. LUN設定を作成する対象のストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま
す。

4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [Actions]領域で、[Create LUN Set]をクリックします。

6. [Create LUN Set]ダイアログボックスで、以下のフィールドに入力します。
7. [OK]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 LUN設定を作成する対象のストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Create LUN Set]をクリックします。

ステップ 6 [Create LUN Set]ダイアログボックスで、以下のフィールドに入力します。

説明名前

LUN設定の名前。

この名前には、1～ 10文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ

以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後で、この名前を変

更することはできません。

[Name]フィールド

現在Cisco UCS ManagerRAID 0ストライピングオプ
ションのみをサポートしています。

RAIDレベルオプション

ディスクのスロット範囲。ディスクスロット範囲()]フィールド
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説明名前

ストライプ仮想ドライブの場合は、各物理ディスク

にあるストライプデータセグメントの部分。

• [Platform Default]

• 8 KB

• 16 KB

• 32KB

• 64 KB

• 128 KB

• 256 KB

• 512 KB

• 1024 KB

[Strip Size (KB)]ドロップダウンリスト

許可されたアクセスのタイプ。次のいずれかになり

ます。

• Platform Default

• [Read Write]

•読み取り専用

•ブロック

[Access Policy]オプション

先行読み出しキャッシュモード。次のいずれかにな

ります。

• Platform Default

• [Read Ahead]

• [Normal]

読み取りポリシーオプション

次のいずれかになります。

• Platform Default

• [Write Through]

• [Write Back Good Bbu]

• [Always Write Back]

[Write Cache Policy]オプション
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説明名前

次のいずれかになります。

• Platform Default

•直接

• Cached

IOポリシーオプション

次のいずれかになります。

• Platform Default

• [No Change]

• Enable

• Disable

ドライブキャッシュオプション

仮想ドライブを保護するには、このチェックボック

スをオンにします。

[Security]チェックボックス

ステップ 7 [OK]をクリックします。

LUNセットの詳細の表示

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

3. 表示対象のサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

4. 継承されたローカル LUNを表示するサービスプロファイルを選択します。
5. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
6. ストレージプロファイル]サブタブをクリックし、 LUNの設定]タブをクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 表示対象のサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 継承されたローカル LUNを表示するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 ストレージプロファイル]サブタブをクリックし、 LUNの設定]タブをクリックします。

指定したサービスプロファイルに継承されたすべての LUN設定に関する次の詳細情報が表示されます。
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表 1 : LUN設定

説明名前

LUN設定の名前。[Name]カラム

現在CiscoUCSManagerRAID0ストライピングオプションのみをサポー
トしています。

RAIDレベルオプション

ディスクのスロット範囲。ディスクスロット範囲()]フィール
ド

説明名前

LUN設定の名前。

この名前には、1～ 10文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ

以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後で、この名前を変

更することはできません。

[Name]フィールド

現在Cisco UCS ManagerRAID 0ストライピングオプ
ションのみをサポートしています。

RAIDレベルオプション

ディスクのスロット範囲。ディスクスロット範囲()]フィールド

ストライプ仮想ドライブの場合は、各物理ディスク

にあるストライプデータセグメントの部分。

• [Platform Default]

• 8 KB

• 16 KB

• 32KB

• 64 KB

• 128 KB

• 256 KB

• 512 KB

• 1024 KB

[Strip Size (KB)]ドロップダウンリスト
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説明名前

許可されたアクセスのタイプ。次のいずれかになり

ます。

• Platform Default

• [Read Write]

•読み取り専用

•ブロック

[Access Policy]オプション

先行読み出しキャッシュモード。次のいずれかにな

ります。

• Platform Default

• [Read Ahead]

• [Normal]

読み取りポリシーオプション

次のいずれかになります。

• Platform Default

• [Write Through]

• [Write Back Good Bbu]

• [Always Write Back]

[Write Cache Policy]オプション

次のいずれかになります。

• Platform Default

•直接

• Cached

IOポリシーオプション

次のいずれかになります。

• Platform Default

• [No Change]

• Enable

• Disable

ドライブキャッシュオプション

仮想ドライブを保護するには、このチェックボック

スをオンにします。

[Security]チェックボックス
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LUNセットの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

3. LUN設定を削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。
4. 目的のストレージプロファイルの [LUNSet]を展開し、削除するLUN設定を選択します。
5. 削除する LUN設定を右クリックして、[Delete]を選択します。

6. [はい（Yes）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 LUN設定を削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 目的のストレージプロファイルの [LUN Set]を展開し、削除する LUN設定を選択します。

ステップ 5 削除する LUN設定を右クリックして、[Delete]を選択します。
確認用のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックします。

PCHコントローラ定義

PCH SSDコントローラ定義

Cisco UCS Managerプラットフォームコントローラハブ（PCH）ソリッドステートドライブ
（SSD）コントローラ定義によって提供されるストレージプロファイル内のローカルストレー
ジ設定で、単一 RAIDまたは JBODディスクアレイ内にあるすべてのディスクを設定できま
す。

PCHコントローラによって管理されているディスクを取り外したり挿入したりする場合は、
サーバを再確認してください。

（注）

PCHコントローラ定義を設定することで、次の機能がサポートされます。

•オンボード PCHコントローラに接続された 2台の内蔵 SSD間で単一の LUN RAIDを構成
する機能

•コントローラを AHCI（JBOD）および SWRAID（RAID）の 2つのモードで構成する方法
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•組み込みのローカル LUNおよび組み込みのローカルディスクブートポリシーで PCHス
トレージデバイスを構成する機能。これにより、サーバ内にその他のブート可能なローカ

ルストレージデバイスが存在していても、ブート順序を正確に制御できます。ローカル

LUNまたはローカル JBODオプションを使用して PCHディスクから起動しないでくださ
い。

•内蔵 SSDドライブでのスクラブポリシーのサポート。これは SWRAIDモードにのみ適用
されます。これは PCHコントローラモードの AHCIと NORAIDには適用されません。
『UCS Manager Server Management Guide』をご覧ください。

•内蔵 SSDドライブでのファームウェアアップグレードのサポート。

• M4以前のサーバの場合、ディスクファームウェアのアップグレードは PCHコント
ローラがSWRAIDモードの場合にのみサポートされます。AHCIモードではサポート
されていません。

• M5以降のサーバの場合、ディスクファームウェアのアップグレードはSWRAIDモー
ドと AHCIモードの両方でサポートされます（ただしCisco UCS C125 M5サーバ、
AHCIモードのみをサポートする場合を除く）。

ストレージプロファイルポリシーで PCHコントローラの SSDを設定できます。サービスプ
ロファイルの関連付けが解除された後でも、LUN設定を保存する保護設定を有効または無効
にすることができます。コントローラモードを選択します。PCHコントローラコンフィギュ
レーションでは、RAID0と RAID1の 2つの RAIDオプションのみをサポートしています。コ
ントローラに接続されたすべてのディスクが JBODディスクとして構成されたAHCIモードで
は、[NoRAID]設定オプションを使用してください。設定の導入は、ストレージプロファイル
をサービスプロファイルへ関連付けるプロセスの一環として実行されます。

Cisco UCS Managerは、次のM4サーバで PCHの管理対象内部 SSDをサポートします。

• UCSC-C240-M4L

• UCSC-C240-M4SX

Cisco UCS Managerは、すべてのM5サーバのM.2カード上で、次の PCHの管理対象 SSDを
サポートします。 (次を除くCisco UCS C125 M5サーバ)。

• 240GB M.2 6G SATA SSD

• 960GB M.2 6G SATA SSD

M5サーバでは、コントローラ定義でのソフトウェア RAID設定とブートポリシーでのレガ
シーブートモード設定を一緒に行うことはできません。コントローラ定義では、UEFIブート
モードのみがソフトウェアRAID設定でサポートされています。この条件は、ドライブがブー
トドライブとして使用されていない場合にも適用されます。

（注）

Cisco UCS Managerのブートポリシーで PCHコントローラ定義を設定するために、PCH LUN
およびPCHDiskという2つの新しいデバイスを選択できます。EmbeddedLocalLunはSWRAID
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モードのブートデバイスを表し、EmbeddedLocalDiskは AHCIモードのブートデバイスを表
します。

システムは、サポートされているSSDのスクラビング処理を行うために同じスクラブポリシー
を使用します。スクラブが Yesの場合、設定された LUNは関連付けの解除または再検出の一
環として破棄されます。スクラブが Noの場合、設定された LUNは関連付けの解除および再
検出の間に保存されます。

CiscoUCSManagerは、PCHコントローラがSWRAIDモードの場合にのみ、内蔵SSDのファー
ムウェアアップグレードをサポートします。AHCIモードではサポートされていません。

FCHコントローラの設定

FusionControllerHub (FCH) SSDコントローラー定義は、AMDベースのCiscoUCSC125M5サー
バストレージプロファイルにローカルストレージ構成を提供します。AMDプロセッサベー
スのサーバの場合、PCHコントローラは FCHコントローラと呼ばれます。コントローラタイ
プは Cisco UCS Manager GUIの PCHとして残ります。

FCHコントローラは、次の相違点を除く PCHコントローラと同じようにで動作します。

• FCHは、AHCI (JBOD)モードのみです。

Cisco UCS Manager GUIは RAID 0、RAID 1としてRAIDサポート
を表示しますが、Cisco UCS C125 M5サーバは AHCIモードのみ
をサポートします。

（注）

PCHコントローラによって管理されているディスクを取り外した
り挿入したりする場合は、サーバを再確認してください。

（注）

• 2つの FCHコントローラがあります。

•最初のPCHコントローラがフロントパネルのSATAディスクを管理します (別のPCIe
ストレージコントローラがない場合)

• 2台目の PCHコントローラがM.2 SSDを管理

Cisco UCS C125 M5サーバの場合、PCH IDは 3と 4です。（注）

このドキュメントの PCHコントローラに関する詳細情報と手順は、Intelベースと AMDベー
スの両方のサーバに適用できます。

（注）
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ストレージプロファイル PCHコントローラ定義の作成

PCHコントローラ定義によって提供されるストレージプロファイル内のストレージ設定で、
PCHコントローラに接続された内蔵SSDを設定できます。コントローラ定義の名前を作成し、
ストレージプロファイルとサービスプロファイルの関連付けが解除された場合でもストレー

ジプロファイルで設定を保持するかどうかを指定し、RAIDレベルを選択してコントローラ
モードを指定します。

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 2 コントローラの定義を作成するストレージプロファイルを選択します。

ステップ 3 [Controller Definitions]タブをクリックし、パネル下の [Add]をクリックするか、または [storage profile]を
右クリックし [Create Controller Definition]を選択します。

ステップ 4 [Create Controller Definition]ダイアログボックスで、次の情報を設定します。

説明名前

ストレージコントローラの名前。

PCHコントローラ定義を保存すると、[General Tab Properties]
領域から名前を変更することはできません。

（注）

最大 16文字まで入力できます。任意の英数字を使用できます。特殊
文字と空白はサポートされていません。

[Name]フィールド

オンにすると、ストレージプロファイルとサービスプロファイルの

関連付けが解除されても、ストレージプロファイルの設定が保持され

ます。

このオプションが有効な状態でストレージプロファイルと

サービスプロファイルの関連付けを解除した後、そのスト

レージプロファイルに新しいサービスプロファイルを関連

付け、そのサービスプロファイル内のローカルディスク設

定ポリシーに前とは異なるプロパティが含まれていると、

サーバから設定不一致のエラーが返され、関連付けは失敗し

ます。

（注）

[Protect Configuration]チェックボッ
クス
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説明名前

[RAID Level]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

次のいずれかのディスクポリシーモードを選択できます。

• [No Local Storage]：（PCH SSDコントローラ定義でサポート）
ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用します。この
オプションを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサー

ビスプロファイルを、ローカルディスクを持つサーバに関連付

けることができません。

• [RAID 0 Striped]：（PCHSSDコントローラ定義でサポート）デー
タはアレイ内のすべてのディスクにストライプ化され、高速ス

ループットを提供します。データの冗長性はなく、いずれかの

ディスクで障害が発生すると、すべてのデータが失われます。

• [RAID 1 Mirrored]：（PCH SSDコントローラ定義でサポート）
データは 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が
発生した場合でも完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイ

サイズは、2つのドライブの小さい方の空き容量に等しくなりま
す。

• [Any Configuration]：（PCH SSDコントローラ定義でサポート）
変更なしにローカルディスク設定を転送するサーバ設定の場合。

• [NoRAID]：（PCHSSDコントローラ定義でサポート）JBODディ
スクと同様にすべてのディスクが相互依存関係なく個別に使用で

きます。[No RAID]を選択し、このポリシーをすでに RAIDスト
レージが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されません。その

ため、[No RAID]モードの適用後にサーバ上で違いがわからない
ことがあります。これにより、ポリシーの RAID設定と、サーバ
の [Inventory] > [Storage]タブに表示される実際のディスク設定が
一致しない場合があります。

以前のすべてのRAID設定情報をディスクから削除するには、[No
RAID]コンフィギュレーションモードの適用後にすべてのディス
ク情報を削除するスクラブポリシーを適用します。

• [RAID 5 Striped Parity]：（PCHSSDコントローラ定義ではサポー
ト対象外）アレイ内のすべてのディスクにデータがストライプ化

されます。各ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時に

データの再構築に使用できるパリティ情報が格納されます。RAID
5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデー
タスループットを提供します。

• [0RAID 6 Striped Dual Parity:（PCHSSDコントローラ定義ではサ
ポート対象外）アレイ内のすべてのディスクにデータがストライ

プ化され、2つのパリティディスクを使用して最大 2つの物理
ディスクの障害に対する保護を提供します。データブロックの各
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説明名前

行に、2セットのパリティデータが格納されます。

• [RAID 10Mirrored and Striped]：（PCHSSDコントローラ定義では
サポート対象外）RAID10がミラー化されたディスクペアを使用
して、完全なデータ冗長性と高いスループットレートを提供しま

す。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：（PCH SSDコントローラ定義
ではサポート対象外）複数のストライプ化されたパリティディス

クセットにデータがストライプ化され、高いスループットと複数

のディスク障害耐性を提供します。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：（PCH SSDコントロー
ラ定義ではサポート対象外）複数のストライプ化されたデュアル

パリティディスクセットにデータがストライプ化され、高いス

ループットと優れたディスク障害耐性を提供します。

一部の Cisco UCSサーバでは、特定の RAID設定オプ
ションにライセンスが必要です。CiscoUCSManagerで、
このローカルディスクポリシーを含むサービスプロ

ファイルをサーバに関連付けると、選択されたRAIDオ
プションに適切なライセンスが備わっているかが Cisco
UCS Managerによって確認されます。問題がある場合
は、サービスプロファイルを関連付ける際にCiscoUCS
Managerに設定エラーが表示されます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報につい
ては、そのサーバの『Hardware Installation Guide』を参
照してください。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。
新しい PCHコントローラ定義が、ナビゲーションウィンドウに表示されます。

次のタスク

特定のオペレーティングシステムのソフトウェアRAIDドライバのインストール手順について
は、次を参照してください。

•『Cisco UCS C240 M4 Server Installation and Service Guide』の「Installing LSI MegaSR Drivers
for Windows and Linux」セクション

•『Cisco UCS C220 M5 Server Installation and Service Guide』の「Installing LSI MegaSR Drivers
For Windows and Linux」セクション

•『Cisco UCS C240 M5 Server Installation and Service Guide』の「Installing LSI MegaSR Drivers
For Windows and Linux」セクション
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•『Cisco UCS C480 M5 Server Installation and Service Guide』の「Installing LSI MegaSR Drivers
For Windows and Linux」セクション

Cisco UCS B200 M5サーバおよび Cisco UCS B480 M5サーバのソフトウェア RAIDドライバの
インストールについては、上記のいずれかのM5サーバと同じ手順に従います。

（注）

サービスプロファイル PCHコントローラ定義の変更

始める前に

RAIDレベルを [RAID 0 Striped]または [RAID 1 Mirrored]から [NO RAID]へ変更する場合は、
その手順を開始する前に、次の手順を実行します。

1. 関連付けられているサービスプロファイルにスクラブポリシーがあることを確認します。
『Cisco UCS Manager Server Management Guide』の「Creating a Service Profile with the Expert
Wizard」を参照してください。

2. サービスプロファイルからサーバの関連付けを解除します。『Cisco UCS Manager Server
Management Guide』の「Disassociating a Service Profile from a Server or Server Pool」を参照
してください。

手順の概要

1. [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

2. [Storage Profiles]を展開して、特定のストレージプロファイル名を選択します。
3. [Controller Definitions]を展開して、特定のコントローラ定義をクリックします。
4. [General]タブで、次の情報を変更します。
5. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles]を展開して、特定のストレージプロファイル名を選択します。

ステップ 3 [Controller Definitions]を展開して、特定のコントローラ定義をクリックします。

ステップ 4 [General]タブで、次の情報を変更します。
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説明名前

ストレージコントローラの名前。

PCHコントローラ定義を保存すると、[General Tab Properties]
領域から名前を変更することはできません。

（注）

最大 16文字まで入力できます。任意の英数字を使用できます。特殊
文字と空白はサポートされていません。

[Name]フィールド

オンにすると、ストレージプロファイルとサービスプロファイルの

関連付けが解除されても、ストレージプロファイルの設定が保持され

ます。

このオプションが有効な状態でストレージプロファイルと

サービスプロファイルの関連付けを解除した後、そのスト

レージプロファイルに新しいサービスプロファイルを関連

付け、そのサービスプロファイル内のローカルディスク設

定ポリシーに前とは異なるプロパティが含まれていると、

サーバから設定不一致のエラーが返され、関連付けは失敗し

ます。

（注）

[Protect Configuration]チェックボッ
クス
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説明名前

[RAID Level]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

次のいずれかのディスクポリシーモードを選択できます。

• [No Local Storage]：（PCH SSDコントローラ定義でサポート）
ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用します。この
オプションを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサー

ビスプロファイルを、ローカルディスクを持つサーバに関連付

けることができません。

• [RAID 0 Striped]：（PCHSSDコントローラ定義でサポート）デー
タはアレイ内のすべてのディスクにストライプ化され、高速ス

ループットを提供します。データの冗長性はなく、いずれかの

ディスクで障害が発生すると、すべてのデータが失われます。

• [RAID 1 Mirrored]：（PCH SSDコントローラ定義でサポート）
データは 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が
発生した場合でも完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイ

サイズは、2つのドライブの小さい方の空き容量に等しくなりま
す。

• [Any Configuration]：（PCH SSDコントローラ定義でサポート）
変更なしにローカルディスク設定を転送するサーバ設定の場合。

• [NoRAID]：（PCHSSDコントローラ定義でサポート）JBODディ
スクと同様にすべてのディスクが相互依存関係なく個別に使用で

きます。[No RAID]を選択し、このポリシーをすでに RAIDスト
レージが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されません。その

ため、[No RAID]モードの適用後にサーバ上で違いがわからない
ことがあります。これにより、ポリシーの RAID設定と、サーバ
の [Inventory] > [Storage]タブに表示される実際のディスク設定が
一致しない場合があります。

以前のすべてのRAID設定情報をディスクから削除するには、[No
RAID]コンフィギュレーションモードの適用後にすべてのディス
ク情報を削除するスクラブポリシーを適用します。

• [RAID 5 Striped Parity]：（PCHSSDコントローラ定義ではサポー
ト対象外）アレイ内のすべてのディスクにデータがストライプ化

されます。各ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時に

データの再構築に使用できるパリティ情報が格納されます。RAID
5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデー
タスループットを提供します。

• [0RAID 6 Striped Dual Parity:（PCHSSDコントローラ定義ではサ
ポート対象外）アレイ内のすべてのディスクにデータがストライ

プ化され、2つのパリティディスクを使用して最大 2つの物理
ディスクの障害に対する保護を提供します。データブロックの各
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説明名前

行に、2セットのパリティデータが格納されます。

• [RAID 10Mirrored and Striped]：（PCHSSDコントローラ定義では
サポート対象外）RAID10がミラー化されたディスクペアを使用
して、完全なデータ冗長性と高いスループットレートを提供しま

す。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：（PCH SSDコントローラ定義
ではサポート対象外）複数のストライプ化されたパリティディス

クセットにデータがストライプ化され、高いスループットと複数

のディスク障害耐性を提供します。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：（PCH SSDコントロー
ラ定義ではサポート対象外）複数のストライプ化されたデュアル

パリティディスクセットにデータがストライプ化され、高いス

ループットと優れたディスク障害耐性を提供します。

一部の Cisco UCSサーバでは、特定の RAID設定オプ
ションにライセンスが必要です。CiscoUCSManagerで、
このローカルディスクポリシーを含むサービスプロ

ファイルをサーバに関連付けると、選択されたRAIDオ
プションに適切なライセンスが備わっているかが Cisco
UCS Managerによって確認されます。問題がある場合
は、サービスプロファイルを関連付ける際にCiscoUCS
Managerに設定エラーが表示されます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報につい
ては、そのサーバの『Hardware Installation Guide』を参
照してください。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。

変更した PCHコントローラ定義が正常に保存されたかどうかが表示されます。

次のタスク

サービスプロファイルからサーバの関連付けを解除して、RAIDレベルを [RAID 0 Striped]ま
たは [RAID 1 Mirrored]から [NO RAID]に変更した場合は、次の手順を実行します。

1. M4サーバの場合は、そのサーバを再認識させます。『Cisco UCS Manager Server Management
Guide』の「Reacknowledging a Rack-Mount Server」を参照してください。

2. サービスプロファイルをサーバに関連付けます。『Cisco UCS Manager Server Management
Guide』の「Associating a Service Profile with a Server or Server Pool」を参照してください。

ストレージプロファイル

40

ストレージプロファイル

サービスプロファイル PCHコントローラ定義の変更



ストレージプロファイル PCHコントローラ定義の削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

2. [Storage Profiles]を展開します。
3. [PCH Controller Definitions]を展開します。
4. [Navigation (ナビゲーション])ペインで、削除する特定のコントローラ定義をクリックし
ます。

5. [General]タブの [Actions]領域で、[Delete]をクリックします。
6. 定義を削除するかどうかを確認します。

7. 正常に削除されたら、[OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles]を展開します。

ステップ 3 [PCH Controller Definitions]を展開します。

ステップ 4 [Navigation (ナビゲーション])ペインで、削除する特定のコントローラ定義をクリックします。

ステップ 5 [General]タブの [Actions]領域で、[Delete]をクリックします。

ステップ 6 定義を削除するかどうかを確認します。

定義が正常に削除されたかどうかが表示されます。削除されない場合は次を参照してください：PCHコン
トローラ定義の設定のトラブルシューティング （41ページ）

ステップ 7 正常に削除されたら、[OK]をクリックします。

PCHコントローラ定義の設定のトラブルシューティング

PCHコントローラ定義の作成

次のような状況では、PCHコントローラ定義の設定に失敗します。

•サポートされていないサーバモデルのコントローラ定義を設定しようとする

•レガシーのローカルディスク設定ポリシーを使用して、ストレージプロファイル内のPCH
ストレージを設定しようとする

•ストレージプロファイルコントローラ定義とストレージプロファイルローカル LUN設
定インターフェイスを使用して、同じコントローラを設定しようとする

• [Protect Configuration]チェックボックスがオンになっており、SWRAIDモードで展開され
た設定とは異なる RAIDタイプを設定した場合

• [Protect Configuration]チェックボックスがオンになっており、RAIDタイプが現在のコン
トローラモードと一致しない場合
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すでに関連付けられたサーバの PCHストレージ設定を変更すると（コントローラモードの変
更、RAIDレベルの変更、コントローラ修飾子の変更など）、PNUOSブートがトリガーされ
て、ホスト OSのダウンタイムが発生します。

警告

ブートポリシー

次のいずれかの場合に設定エラーが発生します。

•ブートポリシーで PCHDiskを選択しましたが、プライマリまたはセカンダリターゲット
パスのスロット番号が、格納されている内蔵 SSDスロット番号のいずれにも一致しませ
んでした。

•ブートポリシーで PCH LUNと PCH Diskの両方を同時に選択しました。

ファームウェア

互換性のないソフトウェアの組み合わせに対しては、関連付けを行うときに設定エラーは発生

しません。ただし、サポート対象のソフトウェアの組み合わせを使用していない場合、関連付

けの実行中に PCH SSDコントローラのストレージ設定が失敗したり、展開されなかったりす
ることがあります。また、互換性のないソフトウェアの組み合わせに対する関連付けの最後に

PCH SSDコントローラからブートすると、内蔵 SSDで障害が発生することがあります。

M.2モジュールの移行

SWRAIDでのM.2モジュールの移行

次の手順を実行して、SWRAIDモードのM.2モジュールを宛先サーバに移行します。

始める前に

コントローラ定義では、UEFIブートモードのみがソフトウェア RAID設定でサポートされて
います。この条件は、ドライブがブートドライブとして使用されていない場合にも適用されま

す。ソースサーバと宛先サーバのブートモードがUEFIに設定されており、コントローラ定義
がSWRAIDと同じ（R0/R1）に設定されていることを確認します。

ステップ 1 サーバを正常にシャットダウンします。

ステップ 2 M.2モジュールを物理的に取り外します。

ソースサーバの SWRAID M.2コントローラ設定でのソースサーバのブートモードは UEFIであることが
必要です。組み込み型ディスクで UEFIブートパラメータを使用し、宛先サーバのブートポリシーを設定
します。

ステップ 3 宛先サーバのM.2モジュールにディスクを挿入します。

ステップ 4 サーバの電源をオンにします。

ステップ 5 サーバを再認識します。

ストレージプロファイル

42

ストレージプロファイル

M.2モジュールの移行



AHCIモードでのM.2モジュールの移行

次の手順を実行して、NORAIDモードのM.2モジュールを宛先サーバに移行します。

始める前に

•ソースサーバがレガシーブートモード状態の場合、宛先サーバもレガシーブートモード
であり、コントローラ定義が [NORAID]で設定されていることを確認します。

•ソースサーバが UEFIブートモード状態の場合、宛先サーバも UEFIブートモードであ
り、コントローラ定義が [NORAID]で設定されていることを確認します。

ステップ 1 サーバを正常にシャットダウンします。

ステップ 2 M.2モジュールを物理的に取り外します。

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• M.2コントローラのディスクがソースサーバで UEFIのブートモードであった場合は、宛先サーバの
ブートポリシーを UEFIブートパラメータを使用して設定します。

• M.2コントローラのディスクが、ソースサーバでレガシーのブートモードの場合、宛先サーバのブー
トポリシーをレガシーモードに設定します。

ステップ 4 宛先サーバにM.2モジュールを挿入します。

ステップ 5 サーバの電源をオンにします。

ステップ 6 サーバを再認識します。

ディスクが不良である場合、サーバはディスクステータスに [Not Detected]と表示します。「不
良M.2ディスクの交換（44ページ）」を実行して、不良ディスクを交換します。

（注）

SWRAIDディスクの移行

次の手順を実行して、SWRAIDモードのM.2ディスクを宛先サーバに移行します。

始める前に

コントローラ定義では、UEFIブートモードのみがソフトウェア RAID設定でサポートされて
います。この条件は、ドライブがブートドライブとして使用されていない場合にも適用されま

す。ソースサーバと宛先サーバのブートモードがUEFIに設定されており、コントローラ定義
がSWRAIDと同じ（R0/R1）に設定されていることを確認します。

ステップ 1 サーバを正常にシャットダウンします。

ステップ 2 物理的にM.2モジュールを取り外し、ディスクを取り出します。

ソースサーバでディスクをSWRAIDとして使用している場合、ブートモードはUEFIにする必要があり、
組み込み型ディスクで UEFIブートパラメータを使用し、宛先サーバのブートポリシーを設定します。
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ステップ 3 宛先サーバのM.2モジュールにディスクを挿入します。

ステップ 4 サーバの電源をオンにします。

ステップ 5 サーバを再認識します。

ディスクの [Drive State]に [Online]と表示されている必要があります。ディスクが不良である場
合、サーバはディスクを検出できないか、または [Drive State]に [Online]ではなく、[BAD]（また
は [FAILED]）と表示されます。「不良M.2ディスクの交換（44ページ）」を実行して、不良
ディスクを交換します。

（注）

AHCIモードでの JBODディスクの移行

次の手順を実行して、NORAIDモードの JBODディスクを宛先サーバに移行します。

始める前に

•ソースサーバがレガシーブートモード状態の場合、宛先サーバもレガシーブートモード
であり、コントローラ定義が [NORAID]で設定されていることを確認します。

•ソースサーバが UEFIブートモード状態の場合、宛先サーバも UEFIブートモードであ
り、コントローラ定義が [NORAID]で設定されていることを確認します。

ステップ 1 サーバのグレースフルシャットダウンを実行します。

ステップ 2 物理的にモジュールを取り外し、M.2ハードディスクを取り出します。

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• M.2コントローラのディスクがソースサーバで UEFIのブートモードであった場合は、宛先サーバの
ブートポリシーを UEFIブートパラメータを使用して設定します。

• M.2コントローラのディスクが、ソースサーバでレガシーのブートモードの場合、宛先サーバのブー
トポリシーをレガシーモードに設定します。

ステップ 4 宛先サーバのM.2モジュールにM.2ディスクを挿入します。

ステップ 5 サーバの電源をオンにします。

ステップ 6 サーバを再認識します。

不良M.2ディスクの交換
次の手順を実行して、不良M.2ディスクを交換します。
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始める前に

SWRAIDコントローラの定義が設定されており、交換ディスクによって空ドライブがフォー
マットされたことを確認します。

ステップ 1 正常にサーバの電源を切ります。

ステップ 2 不良M.2ドライブを物理的に取り外します。シリアル番号とディスクスロットを使用して不良ディスクを
識別します。

ステップ 3 交換M.2ドライブを挿入します。

ステップ 4 サーバの電源をオンにします。

ステップ 5 ディスクが再構築されるまで待機してから、サーバを再確認します。

SWRAIDの再構築には、ディスクサイズ、ディスク速度、OSコンテンツ、およびその他のパラ
メータに応じて 35～ 75分かかる場合があります。

AHCIは NORAID設定であるため、再構築は適用されません。

（注）

障害のあるM.2ドライブを交換すると、もう一方のスロットにあるドライブの動作状態とドライ
ブ状態は「低下」に、そして「再構築」に変わります。ドライブを通常の状態に戻すには、ブレー

ドを停止して再稼働します。

（注）

ストレージプロファイルと既存のサービスプロファイルとの関連付

け

ストレージプロファイルを既存または新規のサービスプロファイルに関連付けることができ

ます。[Expert]ウィザードを使用したサービスプロファイルの作成を参照してください。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

3. ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルが含まれる組織のノードを

展開します。

4. ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルを選択します。

5. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
6. [LUN Configuration]サブタブをクリックします。
7. [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。[Modify Storage Profile]ダイ

アログボックスが表示されます。

8. [Storage Profile Policy]タブをクリックします。
9. このサービスプロファイルに既存のストレージプロファイルを関連付けるには、[Storage

Profile]ドロップダウンリストから関連付けるストレージプロファイルを選択し、[OK]
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をクリックします。[Storage Items]領域に、ストレージプロファイルの詳細が表示され
ます。

10. 新しいストレージを作成して、そのストレージをこのサービスプロファイルに関連付け

るには、 [Create Storage Profile]をクリックし、必須フィールドに入力してから [OK]を
クリックします。ストレージプロファイルの作成（16ページ）は、新しいストレージ
プロファイルの作成に関する詳細情報を提供します。

11. （任意）ストレージプロファイルとサービスプロファイルとの関連付けを解除するに

は、[Storage Profile]ドロップダウンリストから [No Storage Profile]を選択し、[OK]をク
リックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [LUN Configuration]サブタブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。[Modify Storage Profile]ダイアログボックス
が表示されます。

ステップ 8 [Storage Profile Policy]タブをクリックします。

ステップ 9 このサービスプロファイルに既存のストレージプロファイルを関連付けるには、[Storage Profile]ドロッ
プダウンリストから関連付けるストレージプロファイルを選択し、[OK]をクリックします。[Storage
Items]領域に、ストレージプロファイルの詳細が表示されます。

ステップ 10 新しいストレージを作成して、そのストレージをこのサービスプロファイルに関連付けるには、 [Create
Storage Profile]をクリックし、必須フィールドに入力してから [OK]をクリックします。ストレージプロ
ファイルの作成（16ページ）は、新しいストレージプロファイルの作成に関する詳細情報を提供しま
す。

ステップ 11 （任意）ストレージプロファイルとサービスプロファイルとの関連付けを解除するには、[StorageProfile]
ドロップダウンリストから [No Storage Profile]を選択し、[OK]をクリックします。
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ストレージプロファイルの設定

ブレードサーバの RAIDコントローラの外部設定のインポート

始める前に

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラでセットアップする場合、Cisco UCS Managerは異
なる外部設定を持つ 2個のドライブを接続すr場合、インポートの設定を認識しません。HIIメ
ニューを使用して 1個のドライブで最初に設定を消去する必要があります。HIIメニューを使
用して設定を消去する方法については、『Configuration Guides』を参照してください。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

3. 外部設定をインポートする RAIDコントローラが搭載されたサーバを選択します。
4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [Controller]サブタブをクリックします。
6. [Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 外部設定をインポートする RAIDコントローラが搭載されたサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Controller]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックします。

ラックサーバの RAIDコントローラの外部設定のインポート

始める前に

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラでセットアップする場合、Cisco UCS Managerは異
なる外部設定を持つ 2個のドライブを接続すr場合、インポートの設定を認識しません。HIIメ
ニューを使用して 1個のドライブで最初に設定を消去する必要があります。HIIメニューを使
用して設定を消去する方法については、『Configuration Guides』を参照してください。
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手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

3. 外部設定をインポートする RAIDコントローラが搭載されたサーバを選択します。
4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [Controller]サブタブをクリックします。
6. [Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack Enclosure
rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 外部設定をインポートする RAIDコントローラが搭載されたサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Controller]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックします。

ブレードサーバのローカルディスク操作の設定

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

3. ローカルディスク操作を設定するサーバを選択します。

4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [Disks]サブタブをクリックします。
6. 目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスクの導入時に、そ
のローカルディスクに存在する外部設定をクリアします。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定します。
• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクをシャーシから除去する対象として指定
します。

• [SetUndoPrepare ForRemoval]：ローカルディスクがシャーシから除去する対象でなく
なったことを指定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定しま
す。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを選択できます。
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• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなったことを指定しま
す。

• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを [Unconfigured Good]とし
てマークして、設定可能にすることを指定します。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ローカルディスク操作を設定するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Disks]サブタブをクリックします。

ステップ 6 目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスクの導入時に、そのローカルディ
スクに存在する外部設定をクリアします。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定します。
• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクをシャーシから除去する対象として指定します。
• [Set Undo Prepare For Removal]：ローカルディスクがシャーシから除去する対象でなくなったことを指
定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定します。使用可能な
ドライブの中から仮想ドライブを選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなったことを指定します。
• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを [Unconfigured Good]としてマークして、
設定可能にすることを指定します。

ラックサーバのローカルディスク操作の設定

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

3. ローカルディスク操作を設定するサーバを選択します。

4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [Disks]サブタブをクリックします。
6. 目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスクの導入時に、そ
のローカルディスクに存在する外部設定をクリアします。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定します。
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• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクを除去する対象として指定します。
• [SetUndoPrepare ForRemoval]：ローカルディスクが除去する対象でなくなったことを
指定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定しま
す。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなったことを指定しま
す。

• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを [Unconfigured Good]とし
てマークして、設定可能にすることを指定します。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack Enclosure
rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 ローカルディスク操作を設定するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Disks]サブタブをクリックします。

ステップ 6 目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスクの導入時に、そのローカルディ
スクに存在する外部設定をクリアします。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定します。
• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクを除去する対象として指定します。
• [Set Undo Prepare For Removal]：ローカルディスクが除去する対象でなくなったことを指定します。
• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定します。使用可能な
ドライブの中から仮想ドライブを選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなったことを指定します。
• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを [Unconfigured Good]としてマークして、
設定可能にすることを指定します。

ローカルディスクの設定操作

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]の順に展開します

3. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
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4. [Disks]サブタブをクリックします。
5. 目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスクの導入時に、そ
のローカルディスクに存在する外部設定をクリアします。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定します。
• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクをシャーシから除去する対象として指定
します。

• [SetUndoPrepare ForRemoval]：ローカルディスクがシャーシから除去する対象でなく
なったことを指定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定しま
す。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなったことを指定しま
す。

• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを [Unconfigured Good]とし
てマークして、設定可能にすることを指定します。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]の順に展開します

ステップ 3 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [Disks]サブタブをクリックします。

ステップ 5 目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスクの導入時に、そのローカルディ
スクに存在する外部設定をクリアします。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定します。
• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクをシャーシから除去する対象として指定します。
• [Set Undo Prepare For Removal]：ローカルディスクがシャーシから除去する対象でなくなったことを指
定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定します。使用可能な
ドライブの中から仮想ドライブを選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなったことを指定します。
• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを [Unconfigured Good]としてマークして、
設定可能にすることを指定します。
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孤立した仮想ドライブの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]の順に展開します

3. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
4. [LUNs]サブタブをクリックします。
5. 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Delete Orphaned LUN]を選択します。
6. [はい（Yes）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]の順に展開します

ステップ 3 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [LUNs]サブタブをクリックします。

ステップ 5 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Delete Orphaned LUN]を選択します。

確認用のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックします。

ラックサーバの孤立した仮想ドライブの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

3. 孤立した仮想ドライブを削除するサーバを選択します。

4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [LUNs]サブタブをクリックします。
6. 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Delete Orphaned LUN]を選択します。
7. [はい（Yes）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack Enclosure
rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）
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ステップ 3 孤立した仮想ドライブを削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [LUNs]サブタブをクリックします。

ステップ 6 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Delete Orphaned LUN]を選択します。

確認用のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 [はい（Yes）]をクリックします。

ブレードサーバの孤立した仮想ドライブの名前変更

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

3. 孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。

4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [LUNs]サブタブをクリックします。
6. 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Rename Referenced LUN]を選択します。
7. 表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、新しい LUN名を入力しま
す。

8. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [LUNs]サブタブをクリックします。

ステップ 6 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Rename Referenced LUN]を選択します。

ステップ 7 表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、新しい LUN名を入力します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ラックサーバの孤立した仮想ドライブの名前変更

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

3. 孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。
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4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [LUNs]サブタブをクリックします。
6. 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Rename Referenced LUN]を選択します。
7. 表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、新しい LUN名を入力しま
す。

8. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack Enclosure
rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [LUNs]サブタブをクリックします。

ステップ 6 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Rename Referenced LUN]を選択します。

ステップ 7 表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、新しい LUN名を入力します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ローカルストレージのブートポリシー

ストレージコントローラのプライマリブートデバイスを、ローカル LUNまたは JBODディ
スクとして指定できます。各ストレージコントローラには、1つのプライマリブートデバイ
スを設定できます。ただし、ストレージプロファイルでは、プライマリブート LUNとして 1
つのデバイスのみを設定できます。

4.0(4a)以降、Cisco UCS ManagerはMarvell 88SE92xx PCIeから SATA 6Gb/sコントローラ
(UCS-M2-HWRAID)を搭載した Ciscoブート最適化M.2コントローラをサポートしています。
コントローラは UEFIブートモードのみをサポートします。

ブートポリシーのローカルストレージオプションは、Ciscoブート最適化M. 2 Raidコント
ローラの SATAドライブからのブートをサポートします。

また、ブートポリシーの組み込みローカルストレージオプションは、Ciscoブート最適化M.
2 Raidコントローラの SATAドライブからのブートをサポートします。プライマリおよびセカ
ンダリタイプは、特に 2台の SATAドライブから起動します。
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Cisco UCS S3260 M3サーバでは、Cisco UCS Manager GUIを使用したブートポリシーへのロー
カル LUNの追加時に [Local LUN Image Path]のオプションとして [Any]はサポートされていま
せん。Cisco UCS Manager CLIでは Cisco UCS S3260コマンドオプションは local-anyM3サーバ
ノードでサポートされていません。

（注）

組み込みのローカル LUNのブートポリシーの設定

Cisco UCS S3260 M3サーバノードでは、ローカル LUNまたは JBODから組み込みのローカル
LUNまたはディスクにブートポリシーを移行する前に、ローカルストレージ設定を削除し、
関連付けが完了するまで待機してから、最後に新しいローカルストレージ設定を追加する必要

があります。これは、PCHディスクまたは LUNからブート処理をイネーブルにします。

（注）

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Policies]の順に展開します。

3. ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

4. 設定するブートポリシーを選択します。

5. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
6. 下矢印をクリックして、[Local Devices]領域を展開します。
7. [Add Embedded Local LUN]をクリックして、ローカルLUNのブート順序を設定します。
8. ローカル LUNをプライマリブートデバイスとして設定するには、[Primary]を選択しま

す。

9. [LUN Name]フィールドに、プライマリブートデバイスとして設定する LUNの名前を
入力します。

10. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 設定するブートポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 下矢印をクリックして、[Local Devices]領域を展開します。

ステップ 7 [Add Embedded Local LUN]をクリックして、ローカル LUNのブート順序を設定します。

ストレージプロファイル

55

ストレージプロファイル

組み込みのローカル LUNのブートポリシーの設定



ステップ 8 ローカル LUNをプライマリブートデバイスとして設定するには、[Primary]を選択します。

ステップ 9 [LUN Name]フィールドに、プライマリブートデバイスとして設定する LUNの名前を入力します。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

組み込みのローカルディスクのブートポリシーの設定

UCSC-C125サーバの場合、独立したPCIeストレージコントローラがない場合は、内蔵ローカ
ルディスクの起動ポリシーを設定してはいけません。代わりに、[Add Local Disk]オプション
を使用します。

（注）

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Policies]の順に展開します。

3. ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

4. 設定するブートポリシーを選択します。

5. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
6. 下矢印をクリックして、[Local Devices]領域を展開します。
7. [Add Embedded Local Disk]をクリックして、ローカル JBODデバイスをプライマリブー
トデバイスとして設定します。

8. [Disk Slot Number]フィールドに、プライマリブートデバイスとして設定する JBODディ
スクのスロット番号を入力します。

9. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 設定するブートポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 下矢印をクリックして、[Local Devices]領域を展開します。

ステップ 7 [Add Embedded Local Disk]をクリックして、ローカル JBODデバイスをプライマリブートデバイスとし
て設定します。

BODは次のサーバでのみサポートされます。

• Cisco UCS B200 M3ブレードサーバ
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• Cisco UCS B260 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS B460 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS B200 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS C220 M4ラックマウントサーバ

• Cisco UCS C240 M4ラックマウントサーバ

• Cisco UCS C460 M4ラックマウントサーバ

•すべての Cisco UCS M5サーバ

• Cisco UCS S3260 M4およびM5サーバ

ステップ 8 [Disk Slot Number]フィールドに、プライマリブートデバイスとして設定する JBODディスクのスロット
番号を入力します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

サービスプロファイル内のローカル LUN操作

LUN名の事前プロビジョニング

LUN名を事前にプロビジョニングできるのは、LUNの管理状態が [Undeployed]となっている
場合のみです。事前プロビジョニングするLUN名がすでに存在し、そのLUNが孤立している
場合、その LUNはサービスプロファイルによって要求されます。名前を事前にプロビジョニ
ングする LUNが存在しない場合、指定した名前の LUNが新規に作成されます。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

3. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
4. [LUN Configuration]タブをクリックします。
5. [Local LUNs]サブタブで、LUN名を事前プロビジョニングする LUNを右クリックし、

[Pre-Provision LUN Name]を選択します。
6. [Set Pre-Provision LUN Name]ダイアログボックスで、LUNの名前を入力します。
7. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
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ステップ 4 [LUN Configuration]タブをクリックします。

ステップ 5 [Local LUNs]サブタブで、LUN名を事前プロビジョニングする LUNを右クリックし、[Pre-Provision LUN
Name]を選択します。

ステップ 6 [Set Pre-Provision LUN Name]ダイアログボックスで、LUNの名前を入力します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

孤立した LUNの要求

孤立した LUNを要求できるのは、LUNの管理状態が [Undeployed]となっている場合のみで
す。LUNの管理状態を明示的に [Undeployed]に変更すると、孤立したLUNを要求できます。

LUN名が空の場合は、要求する前に LUN名を設定します。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

3. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
4. [LUN Configuration]タブをクリックします。
5. [Local LUNs]サブタブで、要求する LUNを右クリックし、[ClaimOrphan LUN]を選択しま
す。

6. [Claim Orphan LUN]ダイアログボックスで、所有権を要求する対象とする孤立した LUN
を選択します。

7. LUNを右クリックし、[Set Admin State]を選択します。
8. 表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで [Undeployed]を選択して、LUNを展開
解除し、所有者を要求します。

9. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [LUN Configuration]タブをクリックします。

ステップ 5 [Local LUNs]サブタブで、要求する LUNを右クリックし、[Claim Orphan LUN]を選択します。

ステップ 6 [Claim Orphan LUN]ダイアログボックスで、所有権を要求する対象とする孤立した LUNを選択します。

ステップ 7 LUNを右クリックし、[Set Admin State]を選択します。

ステップ 8 表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで [Undeployed]を選択して、LUNを展開解除し、所有者
を要求します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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LUNの展開および展開解除

LUNを展開または展開解除できます。ローカル LUNの管理状態が [Undeployed]の場合、LUN
の参照は削除されていて、LUNは展開されていません。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

3. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
4. [LUN Configuration]タブをクリックします。
5. [Local LUNs]サブタブで、展開または展開解除するLUNを右クリックし、[SetAdmin State]
を選択します。

6. 表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで、LUNを展開する場合は [Online]を選
択し、LUNを展開解除する場合は [Undeployed]を選択します。

7. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [LUN Configuration]タブをクリックします。

ステップ 5 [LocalLUNs]サブタブで、展開または展開解除するLUNを右クリックし、[SetAdminState]を選択します。

ステップ 6 表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで、LUNを展開する場合は [Online]を選択し、LUNを展
開解除する場合は [Undeployed]を選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルで参照されている LUNの名前変更

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

3. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
4. [LUN Configuration]タブをクリックします。
5. [Local LUNs]サブタブで、参照されている LUNの名前を変更する LUNを右クリックし、

[Rename Referenced LUN]を選択します。
6. [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、参照されている LUNの新しい名前を入
力します。

7. [OK]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [LUN Configuration]タブをクリックします。

ステップ 5 [LocalLUNs]サブタブで、参照されているLUNの名前を変更するLUNを右クリックし、[RenameReferenced
LUN]を選択します。

ステップ 6 [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、参照されている LUNの新しい名前を入力します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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